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本日、ご審議いただく内容

１．前回までの審議内容
２．第１回意見聴取の概要
３．第１回意見聴取の結果
４．複数案の設定
５．第２回意見聴取方法（案）

・・・ 2
・・・ 7
・・・14
・・・19
・・・28
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１．前回までの審議内容
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１－１．評価対象区間

○国道201号は、福岡県北部を東西方向に横断し、九州道と東九州道を連結するとともに、物流拠点である博多港と
苅田港等を結んでいる。

○計画段階評価区間は、道路計画（ルート・構造）が決定していない国道201号香春町～行橋市（香春拡幅終点～
行橋IC入口交差点間）のうち、仲哀改良区間を除く、２車線区間。

【広域図】 【拡大図】（評価対象区間）

香春町～行橋市

香春拡幅

計画段階評価
対象区間

行橋ｲﾝﾀｰ関連

都市
計画
決定

事業中

香春町～行橋市

行橋IC入口
北交差点

仲哀改良
区間
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地 方 小 委 員 会

【令和元年９月１１日】

【審議事項】
◆計画段階評価
手続きの進め方（案）

◆地域の現状と課題

◆政策目標（案）

◆意見聴取方法（案）

◆意見聴取内容
○地域と道路の課題
○政策目標 （案）

◆意見聴取方法
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

◆意見聴取内容
○対策方針（複数案）
の検討に際し重視
する項目

◆意見聴取方法
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆地域等の意見を踏
まえた対応方針
（案）の検討

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

意見聴取

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取
方法（案）

意見聴取
第１回

九州地方小委員会

第２回

九州地方小委員会

第３回

九州地方小委員会

【令和３年２月１８日】
【令和元年１１月～

令和２年１月】

１－２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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１－３．前回審議内容<九州地方小委員会（１回目）>

●九州地方小委員会（１回目）の概要

■実施日：令和元年９月１１日（水）
■主な議題
①地域の現状と課題
②政策目標（案）の設定
③意見聴取方法について

●九州地方小委員会（１回目）での審議結果

審 議 結 果

•地域や道路の課題を踏まえた政策目標（案）や、意見聴取の内容・方法については、妥当と判断する。



6

１－４．政策目標（案）の設定

①－２交通安全
○交差点部を中心に死傷事故率が県平均を上回る
○追突事故が約8割を占める
○国道沿線の生活利便施設利用が立地し、出入り交通

も多いことから安全性の確保が課題

①－１渋滞
○対象区間は2車線道路の計画しかない
○大型車利用が多く利用経路は広域に及ぶ
○対象区間に主要渋滞箇所が存在し、朝ﾋﾟｰｸ時に旅行

速度の低下による渋滞が発生。また、高速道路への
アクセス性の低下が懸念 ①安全性・定時性・速達性の

確保による生活利便性の向上

○２車線の交通容量を上回る交通が集中

○大型車混入率が著しく高い

○渋滞による断続的な発進・停止、

沿道施設への出入りに伴う加減速が発生

【
暮
ら
し
】

地域の現状と課題 道路による要因 政策目標（案）

③医療
○みやこ町(旧勝山町)の第2次医療施設10分圏カバー率

は、人口の約7割がカバーできていない
○朝夕の混雑時は救急車の追越しが困難
○搬送時間のばらつきもあり、救急医療施設までの

速達性や定時性の確保が課題

③医療施設への

速達性・走行性の向上

【
産
業
】

②道路の定時性
○苅田港発着大型車交通の約４割が対象区間を利用
○交通混雑による定時性の低下など、企業・物流活動

に支障あり

②速達性・定時性確保による

産業の支援

○交通混雑による所要時間のばらつき

○大型車交通が国道201号に集中

○渋滞による所要時間の増加

○緊急車両の通行に必要な走行空間の不足

【
医
療
】

【
観
光
】

④観光
○みやこ町の観光客は県外からの集客はなく減少傾向
○歴史や自然資源を活かした観光振興を望む意見が多い
○ＩＣから観光資源へのアクセス性の改善による観光

ルートの確保が課題

④アクセス性の改善による

観光交流の促進

○観光施設と東九州自動車道とを結ぶ

幹線ネットワークが脆弱
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２．第１回意見聴取の概要
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対象 意見聴取方法 実施期間 対象の詳細 回収状況

自治体

ヒアリング
令和元年11月19日(火)

～12月12日(木)

福岡県、香春町、みやこ町、行橋市 4自治体

団体等
商工会、農協、観光案内所、観光協会、バス協会、
トラック協会、タクシー協会、警察署、消防本部、
医師会、教育委員会

18団体
全

121票
企業

製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、
宿泊・飲食サービス業、医療・福祉等

103社

地域住民

アンケート
令和元年12月24日(火)

～令和2年1月31日(金)

香春町 約800戸、みやこ町 約1,500戸、
行橋市 約4,900戸（合計7,200戸）

2,896票

全

3,557票

オープン

ハウス

【平日】：3日間
令和2年1月16日（木）
令和2年1月17日（金）
令和2年1月27日（月）
【休日】：3日間
令和2年1月18日（土）
令和2年1月19日（日）
令和2年1月26日（日）

4箇所
香春町役場 ： 平日のみ
コスメイト行橋 ： 平日・休日
道の駅香春 ： 休日のみ
採れたて市場（みやこ町）： 平日・休日

620票

広域的な

道路利用者
留置き

令和元年12月24日(火)

～令和2年1月31日(金)

9箇所
コスメイト行橋、採れたて市場（みやこ町）、
よってこ四季犀館（みやこ町）、道の駅香春、
メタセの杜（築上町）、道の駅いとだ、
豊前おこしかけ、飯塚市役所、田川市役所

41票

２ー１．第１回意見聴取の概要

■意見聴取は、団体・企業ヒアリング、地域住民アンケート及びオープンハウスなど、以下の内容を実施した。

■意見聴取期間

令和元年１１月１９日（火）～令和２年１月３１日（金）

■意見聴取の実施状況

【設問事項】
○国道２０１号（香春町～行橋市）の課題に対する意見を伺う

※無効票は除く
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２ー２．第１回意見聴取の実施状況 ～ヒアリング～

■ヒアリング実施状況

【団体（ＪＡ）：香春町】

【製造業：苅田町】【卸、小売業：行橋市】

【製造業：みやこ町】

■対 象

■ヒアリング実施団体・企業の内訳

自治体： ４ 自治体

団体等： １８ 団体

企 業： １０３ 社

全： １２１ 票

製造業
24%

運輸、郵便業
15%

団体
15%

卸、小売業
12%

宿泊、飲食業
7%

医療、福祉
6%

建設業
5%

サービス業
3% その他

13%

団体
企業
121票
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２ー３．第１回意見聴取の実施状況 ～住民アンケート・オープンハウス・留置き～

■住民アンケート実施内容 ■住民アンケート調査票
・回収状況

対象： 地域住民

配布： 香 春 町 800戸
みやこ町 1,500戸
行 橋 市 4,900戸

意見聴取数： 2,896票

（回収はがき）

（住民アンケート）
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２ー３．第１回意見聴取の実施状況 ～住民アンケート・オープンハウス・留置き～

■令和元年8月1日(木)
八女市役所 黒木支所

【平日】

■令和元年8月2日(金)
広川町町民交流センター「いこっと」

■令和2年1月16日(木)
香春町役場

【休日】

■令和2年1月27日(月)
採れたて市場（みやこ町）

■令和2年1月17日(金)
コスメイト行橋

■令和2年1月19日（日)
道の駅 香春

■令和2年1月26日(日)
採れたて市場（みやこ町）

■令和2年1月18日(土)
コスメイト行橋

対 象： 地域住民

会場： ４箇所

意見聴取数： ６２０票

■オープンハウス実施状況
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10代
2%

20代
6%

30代
13%

40代
16%

50代
14%

60代
21%

70代以上
25%

無回答
3%

計
3,557票 男性

55%

女性
42%

無回答
3%

計
3,557票 行橋市

58%
みやこ町
24%

香春町
10%

その他
8%

無回答
0%

計
3,557票

２ー３．第１回意見聴取の実施状況 ～住民アンケート・オープンハウス・留置き～

■アンケート回収ボックスの設置

道の駅いとだ

【留置き】
道の駅香春

メタセの杜（築上町） 豊前おこしかけ

【ポスター】

■回答者の内訳（住民アンケート・オープンハウス・留置き）
【年代】 【性別】 【居住地】

対 象： 広域的な道路利用者

設置箇所： ９箇所

意見聴取数： 41票

コスメイト行橋

飯塚市役所



13▲ 広報みやこ（令和2年1月号）

■広報

２ー４．第１回意見聴取の実施状況 ～広報～

①ホームページ
：国土交通省北九州国道事務所ホームページに

意見聴取のページ（記者発表）を開設
②広報ポスター・

チラシ

：市役所、町役場、道の駅等にポスターを掲示

：広報チラシを配布（香春町）

③地域への情報提供 ：自治体広報誌に掲載（みやこ町、行橋市）

①ホームページ

②広報ポスター・チラシ

③自治体広報誌

▲ R1.11.5記者発表 ▲ R1.12.3記者発表

▲ 市報ゆくはし（令和2年1月1日号）
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３．第１回意見聴取の結果
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84%

50%

31%

38%

12%

8%

23%

33%

17%

21%

92%

73%

64%

55%

33%

0 20 40 60 80 100

朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、渋滞が発生している

大型車の通行が多く沿道施設の出入交通もあり、交通事故も多
く危険である

救急医療施設までの搬送時間がかかる

時間が読めない等の道路の定時性が低いため企業活動に影響し
ている

観光資源（古墳や公園等）へのアクセス性が悪く観光振興を阻
害している

そう思う ややそう思う

(%)

1-1

1-2

2

3

4

朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、渋滞
が発生している

大型車の通行が多く沿道施設の出入交通もあり、
交通事故も多く危険である

時間が読めない等の道路の定時性が低いため企業
活動に影響している

救急医療施設までの搬送時間がかかる

観光資源（古墳や公園等）へのアクセス性が悪く
観光振興を阻害している

３－１．第１回意見聴取の結果<地域の現状と課題>

■団体・企業（ヒアリング）

【質問】

国道201号（香春町～行橋市）について、４つの課題（５項目）を５段階（そう思う・ややそう思う・あまり

そう思わない・そう思わない・わからない）で評価してください。（５段階評価）

【回答】 団体・企業（ヒアリング） 121票

• 「1-1朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、渋滞が発生している」「1-2大型車の通行が多く沿道施設
の出入交通もあり、交通事故も多く危険である」について７割以上の団体・企業が『そう思う』、『ややそう思う』と

回答
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66%

49%

31%

25%

17%

19%

32%

27%

28%

22%

85%

81%

58%

53%

39%
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朝夕の通勤時間帯を中心に交通
が集中し、渋滞が発生している

大型車の通行が多く沿道施設の
出入交通もあり、交通事故も多く
危険である

時間が読めない等の道路の定時
性が低いため企業活動に影響し
ている

救急医療施設までの搬送時間が
かかる

観光資源（古墳や公園等）へ
のアクセス性が悪く観光振興を阻
害している

N=2,896

67%

39%

32%
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12%
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32%
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20%
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71%

55%

53%

32%

0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う

(%)

1-1

1-2

2

3

4

朝夕の通勤時間帯を中心に交通
が集中し、渋滞が発生している

大型車の通行が多く沿道施設の
出入交通もあり、交通事故も多く
危険である

時間が読めない等の道路の定時
性が低いため企業活動に影響し
ている

救急医療施設までの搬送時間が
かかる

観光資源（古墳や公園等）へ
のアクセス性が悪く観光振興を阻
害している

N=620

68%

56%

29%

29%

20%

24%

37%

39%

34%

32%

92%

93%

68%

63%

52%

0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う

(%)

1-1

1-2

2

3

4

朝夕の通勤時間帯を中心に交通
が集中し、渋滞が発生している

大型車の通行が多く沿道施設の
出入交通もあり、交通事故も多く
危険である

時間が読めない等の道路の定時
性が低いため企業活動に影響し
ている

救急医療施設までの搬送時間が
かかる

観光資源（古墳や公園等）へ
のアクセス性が悪く観光振興を阻
害している

N=41

３－２．第１回意見聴取の結果<地域の現状と課題>

■地域住民（住民アンケート・オープンハウス・留置き）

【質問】

国道201号（香春町～行橋市）について、４つの課題（５項目）を５段階（そう思う・ややそう思う・あまり

そう思わない・そう思わない・わからない）で評価してください。（５段階評価）

【回答】 地域住民（住民アンケート・オープンハウス・留置き） 3,557票

• 「1-1朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、渋滞が発生している」「1-2大型車の通行が多く沿道施設
の出入交通もあり、交通事故も多く危険である」について７割を超える住民が『そう思う』、『ややそう思う』と回答

・住民アンケート 2,896票 ・オープンハウス 620票 ・留置き 41票
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３－３．第１回意見聴取の結果 その他の課題に対する意見

■その他課題・自由意見

【質問】国道201号（香春町～行橋市）について、４つの課題（５項目）以外で、問題だと思う事があれば教えて

ください。（意見数 ９６４件）

■歩道や自転車走行空間など歩行者や自転車交通にも配慮した安全な通行空間を確保して欲しい。

■物流面では事故などの有事に備えた迂回路を確保するため、国道201号と並行する幹線道路がもう１本欲しい。

□車道が狭いのであぶない。自転車やバイクが車道を通ると追い越せない。

□大型車等が多く、道路がすぐ凸凹になり、通行しづらく、ハンドルを取られるなど危ない。

□大雨や河川の氾濫でも走行できる災害に強い国道201号をつくって欲しい。

■ ：団体・企業ヒアリング □ ：オープンハウス・住民アンケート

【質問】その他ご意見がありましたらお聞かせください。（意見数 ７４１件）

■現道拡幅整備の場合は、利用者・生産者が安全に出入りできる様に配慮した計画として欲しい。

■バイパス整備の場合は、飲食業等は通りが変わると売り上げにも影響することが懸念される。

□行橋京都地域の経済発展のためには、福岡都市圏を結ぶ国道201号を早急に片側２車線で整備して欲しい。

□車社会の現在、道路環境をよくすることが地域の発展につながると思う。

□渋滞を緩和するためにも、公共交通機関を整備・充実させ、「安心，安全な田舎」をつくって欲しい。

□新たな道路整備よりも、既存インフラ（道路、橋脚等）の老朽化対策に充てるべきである。

• その他の課題については、「歩行者・自転車利用環境整備」や「迂回路の必要性」「維持管理」

等の意見が寄せられた。

• 自由意見では、道路整備等を望む意見が多数寄せられる一方で、少数ではあるが新たな道路整備

よりも既存インフラの老朽化対策を優先すべき等の意見も寄せられた。
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３－４．第１回意見聴取の結果 ～自治体ヒアリング～

主な意見

福岡県

・主要渋滞箇所である勝山新町交差点は朝夕の通勤時間で混雑しており、また行橋IC入口交差点は東九州道利用者で終日混雑。
・交差点部を中心に交通事故が多数発生している。特に一部区間は通学路となっており、登下校時には生徒が危険にさらされている状況。
・朝夕の時間帯に貨物を運搬する場合においては、渋滞により定時性が低くなり、企業活動に影響。
・旧勝山町から速達性や定時性の確保が望まれる第2次救急医療施設までは、距離がある上に道路が混雑。
・国道201号（香春～行橋市）が混雑してるため沿線に立地していない観光地は、観光周遊ルートから外される傾向があり観光振興を阻害。

香春町

・国道201号は特に朝・夕は渋滞が激しく、勝山新町交差点や行橋IC入口交差点を中心に信号３回待ち以上の渋滞が発生。
・勝山新町交差点や行橋IC入口交差点など渋滞している箇所では事故も多い。また、歩道が不連続なため、歩道利用時に危険を伴う。
・年に数度、交通が麻痺する様な大きな事故が発生しており、通行できなくなっているため、企業活動にも支障がでていると思う。
・大型車が非常に多いため、渋滞時には救急車両も通行しにくい状況。
・道がよくなれば、今まで敬遠していた人が利用する様になり、結果的に観光客の増加に繋がることが期待。

みやこ町

・仲哀トンネル～勝山新町交差点間は慢性的な渋滞が発生しており、特に事故等が発生した場合は迂回路が無いため渋滞が重篤化。
・近接している行橋IC入口交差点～吉国交差点間は、大型車の右左折交通が多く、通過に時間を要することから慢性的な渋滞が発生。
・国道201号の渋滞を回避するために国道裏の狭い生活道路へ進入する車両が多く、通過スピードも速いので地域生活者との交錯など危険。
・歩道が無い、もしくは狭い区間があり、大型車の通行が多い中で、自転車や通学児童をはじめとする歩行者は危険な状態。
・渋滞等で苅田方面へのアクセスが悪いことも企業誘致・人口定着が進まない要因。既存企業は、余裕時間を持って行動するなど負担が大きい。
・渋滞時の救急搬送は、一般車両が救急車両を避けるスペースが無く、一般車両の追い抜きに時間を要するため、搬送時間が長くなる傾向。
・勝山新町交差点が渋滞するため、町内の周遊に対しても時間が読めず、誘客を図る観光ルートを形成しにくい。

行橋市

・国道201号を朝夕の時間帯に通過する際は、他の時間帯と比べ、所要時間が全く読めない。
・国道201号は京築－福岡地区間を結ぶ幹線道路であり、物流を担う大型車が多いため、通学児童等との接触危険性が懸念。
・大型トラック等の車列で渋滞していることがよく見受けられるため、物流に支障をきたしているものと推察。
・２車線しかなく交通量も多いため、渋滞している車列に救急車の進行が妨げられている状況。結果として、搬送時間への影響が心配。
・観光する時間帯にもよるが、特に朝夕は渋滞が発生するため、観光客から敬遠されるのでは。

（自治体からの主な意見）

■自治体

• 自治体からは、暮らし、産業、医療、観光等、政策目標に関して重視する意見が寄せられた。
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４．複数案の設定



20

67%

48%

27%

32%

17%

19%

32%

27%

28%

22%

5%

12%

19%

14%

23%

2%

4%

6%

6%

16%

7%

4%

20%

20%

22%

0 50 100

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

(%)

①【暮らし(渋滞)】朝夕の通勤時間帯
を中心に交通が集中し、渋滞が発生し
ている

①【暮らし(交通安全)】大型車の通行
が多く沿道施設の出入交通もあり、交
通事故も多く危険である

②【産業】時間が読めない等の道路の
定時性が低いため企業活動に影響して
いる

③【医療】救急医療施設までの搬送時
間がかかる

④【観光】観光資源（古墳や公園
等）へのアクセス性が悪く観光振興を
阻害している

N=3,654

N=3,655

N=3,587

N=3,591

N=3,578

○地域の課題に対し、『そう思う』 『ややそう思う』の回答が５割を超える「暮らし（渋滞・交通安全）」・「産業」・
「医療」については重要であり、設定した政策目標は妥当と確認。

○特に、「暮らし」では、「渋滞」・「交通安全」のそれぞれが８割以上と極めて高い関心が持たれている。
○一方、「観光」は、 『そう思う』 『ややそう思う』の回答が概ね４割と、回答者の半数を下回る結果。
○以上より、「観光」を除く「渋滞」・「交通安全」・「産業」・「医療」の４つの政策目標を効率的かつ効果的に実現
するために道路整備を実施。

４－１．政策目標の設定<政策目標（案）の検証>

■意見聴取結果による政策目標（案）の検証

【政策目標（案）】①安全性・定時性・速達性の確保による

生活利便性の向上

(課題：朝夕の通勤時間帯を中心に交通が集中し、渋滞が

発生している）

について約９割が『そう思う』 『ややそう思う』と回答

(課題：大型車の通行が多く沿道施設の出入交通もあり、

交通事故も多く危険である)

について約８割が『そう思う』 『ややそう思う』と回答

【政策目標（案）】②速達性・定時性確保による産業の支援

(課題：時間が読めない等の道路の定時性が低いため企業

活動に影響している)

について約５割が『そう思う』 『ややそう思う』と回答

【政策目標（案）】③医療施設への速達性・走行性の向上

(課題：救急医療施設までの搬送時間がかかる)

について約６割が『そう思う』 『ややそう思う』と回答

【政策目標（案）】④アクセス性の改善による観光交流の促進

(課題：観光資源（古墳や公園等）へのアクセス性が悪く観光

振興を阻害している)

について約４割が『そう思う』 『ややそう思う』と回答

39%

54%

60%

80%

86%

※各項目とも無回答を除いた票数
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４－２．政策目標の設定<対策案の検討>

■政策目標の設定

■ 対策案の検討

地域の現状と課題

道路・交通の現状と課題

地域の将来像

政策目標

１． 定時性・速達性の確保による生活利便性の向上

２． 安全性の確保による生活環境の向上

３． 速達性・定時性確保による産業の支援

４． 医療施設への速達性・走行性の向上

基本コンセプト：交通容量および安全性を確保し、交通環境の改善を行う。また、速達性・定時性の向上を図り、救
急医療活動を支援するとともに、平常時・災害時を問わない安定的な物流の確保を目指す。

○対策案を検討する上でのその他の配慮事項

既存の道路ストック活用や別線整備等の対策案を検討

【施工中の影響】

【周辺家屋・文化財への配慮】

【生活環境・自然環境の保全と調和】

○地域の現状と課題や将来像等を踏まえ、４つの政策目標を設定し、これらの目標を達成するための対策案を検討。

【渋滞】
交通容量※確保により、交通渋滞
を緩和し、円滑な移動を確保

【災害対応への配慮】

【交通安全】
大型車や沿道出入交通などの地
域特性に配慮した道路空間の確
保により、国道201号現道の交通
安全性を向上

【産業】
産業拠点間の移動時間短縮によ
る物流効率化に伴う産業活動の
支援

【医療】
第２次医療施設への速達性・走行
性向上による救急医療体制の支
援※1時間あたりに通ることができる

自動車の台数

【経済性への配慮】【効果の早期発現】
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４－３．複数案の設定<ルート帯案選定にあたってのコントロールポイント>

仲哀トンネル

都市計画決定済み区間

延長 1.98km

国道２０１号（香春～行橋間）

勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

行橋市

今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳

みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

稗田小学校

稗田駐在所

チェリーゴルフクラブ

・国道201号の仲哀トンネル～行橋IC北交差点間は、主に市街地部と農地を通過しており、周辺には学校や産業施設や古墳・
遺跡といった回避すべきコントロールポイント※が多く存在する。

※コントロールポイントとは：道路の利便性を考慮して通過すべき地点、支障すると社会的影響等が大きく、避けるべき建物等のこと

行橋IC北交差点

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

行橋ＩＣ

国　 道

201
ROUTE

0 0.5 1km
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４－４．複数案の設定<みやこ町都市計画マスタープランにおける将来都市構造>

・みやこ町では、合併前の３町が都市機能を分担し、一体的な協働により自立・持続するまちづくりを推進することが重要としており、町内連携軸の整備を促進するとともに、各地
域から役場本庁へのアクセス道路の整備を検討するとしている。

▲ 交通体系の整備方針図▲ 将来都市構造図

出典：みやこ町都市計画マスタープラン（平成31年3月）

町内連携軸
全町が一体として都市機能を提供する都市
基盤とするための、３つの都市機能集約拠
点及び集落生活拠点間を結ぶ軸

広域産業軸
広域交通基盤を活かし、周防灘沿岸の産業
軸との連携により新たな産業立地を町内に
呼び込む軸

景観交流軸
貴重な河川景観や田園景観を町の財産とし
てとらえ、地域の文化・風土を前面に押し出
し、内外交流の基盤として活用する軸

大久保犀川線

椎田勝山線

犀川豊津線

かつやま
とよつ

さいがわ

（都市機能集約拠点及び集落生活拠点間の連携）
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勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳
みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

・【案①】 北側別線整備案 ： 既設計画を踏まえ国道201号北側で、通過交通を分離する案
・【案②】 南側別線整備案 ： 遺跡・古墳を可能な限り回避するとともに、町の主要施設へ最短で結び、通過交通を分離する案
・【案③】 現道（国道201号）活用案 ： 国道201号を4車線に拡幅し交通容量の拡大を図ることで、交通混雑緩和を図る案

４－５．複数案の設定<ルート帯案の概要>

稗田小学校

稗田駐在所

チェリーゴルフクラブ

行橋市
行橋IC北交差点

仲哀トンネル

都市計画決定済み区間

延長 1.98km

国道２０１号（香春～行橋間）

国　 道

201
ROUTE

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

行橋ＩＣ

国　 道

201
ROUTE

断 面 図

※道路構造は盛土を基本とし、河川等を跨ぐ区間は橋梁を想定。
また、接続する道路は主に国道・県道を基本としつつ、立体化を想定。

副道 副道

※道路の走行性を確保するため、主要な交差点は立体化を想定。
また、沿道施設等への出入りを安全に行うために、交差点を集約し、副道の設置を想定。

【案①・案②】 【案③】

0 0.5 1km
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今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳
みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

稗田小学校

稗田駐在所

勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

■既設計画を踏まえ国道201号北側で、通過交通を分離する案

内
容

・既設計画を踏まえ、国道201号の北側を通過し、沿道の事業所・
公共施設等を回避するルート。
・国道201号沿道の市街地を回避するため、家屋・店舗への支障は
少ないが、現道北側の集落に対する交通騒音など生活環境への
影響が懸念される。
・また、古墳群を通過するため、整備時には新たな遺跡の出土など
事業実施面での影響が懸念される。

４－５．複数案の設定<ルート帯案の概要>【案①】北側別線整備案

チェリーゴルフクラブ

行橋市
行橋IC北交差点

仲哀トンネル

都市計画決定済み区間

延長 1.98km

国道２０１号（香春～行橋間）

国　 道

201
ROUTE

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

行橋ＩＣ

国　 道

201
ROUTE

■ ポイント
■ 断面図

※道路構造は盛土を基本とし、河川等を跨ぐ区間は橋梁を想定。
また、接続する道路は主に国道・県道を基本としつつ、立体化を想定。

0 0.5 1km
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勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳
みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

４－５．複数案の設定<ルート帯案の概要>【案②】南側別線整備案

■遺跡・古墳を可能な限り回避するとともに、町の主要施設へ最短で結び、通過交通を分離する案

内
容

・国道201号沿道の事業所・公共施設および古墳・遺跡等を回避し、
現道の南側を通過するルート。
・中心市街地を回避するが、一部集落を通過するため、点在する家
屋・店舗への影響は生じるが、交通騒音などの生活環境への影響は
最も小さい。
・また、古墳群を回避しているため、事業実施面での影響も小さい。

稗田小学校

稗田駐在所

チェリーゴルフクラブ

行橋市
行橋IC北交差点

仲哀トンネル

都市計画決定済み区間

延長 1.98km

国道２０１号（香春～行橋間）

国　 道

201
ROUTE

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

国　 道

201
ROUTE

■ ポイント

■ 断面図

※道路構造は盛土を基本とし、河川等を跨ぐ区間は橋梁を想定。
また、接続する道路は主に国道・県道を基本としつつ、立体化を想定。

0 0.5 1km
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勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳
みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

４－５．複数案の設定<ルート帯案の概要>【案③】現道（国道201号）活用案

■国道201号を4車線に拡幅し交通容量の拡大を図ることで、交通混雑緩和を図る案

稗田駐在所

チェリーゴルフクラブ

行橋市
行橋IC北交差点

仲哀トンネル

都市計画決定済み区間

延長 1.98km

国道２０１号（香春～行橋間）

国　 道

201
ROUTE

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

行橋ＩＣ

国　 道

201
ROUTE

内
容

・国道201号を活用し、みやこ町の中心市街地を通過する
ルート。
・市街地を通過するため、家屋・店舗への影響は最も大きく、
交通騒音など生活環境への影響も懸念される。

■ ポイント

※道路の走行性を確保するため、主要な交差点は立体化を想定。
また、沿道施設等への出入りを安全に行うために、交差点を集約し、副道の設置を想定。

■ 断面図

副道 副道

0 0.5 1km
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４－６．複数案の設定<ルート帯案の比較評価>

【案①】北側別線整備案 【案②】 南側別線整備案 【案③】 現道（国道201号）活用案
既設計画を踏まえ国道201号北側で、
通過交通を分離する案

遺跡・古墳を可能な限り回避するとともに、
町の主要施設へ最短で結び、通過交通を分離する案

国道201号を4車線に拡幅し、
交通容量の拡大を図ることで、交通混雑緩和を図る案

延長 約７ｋｍ 延長 約７ｋｍ 延長 約７ｋｍ

【渋滞】 定時性・速達性
の確保による生活利便性
の向上

現道の渋滞緩和

・通過交通が別線へ転換し、現国道201号の渋滞緩和が

図られる

 ・主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞は緩和さ

  れるが、香春
かわら

方面～椎田勝山
しいだかつやま

線方面の通過交通は依

  然として残る

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

  へのアクセス性は他案に比べ劣る

・通過交通が別線へ転換し、現国道201号の渋滞緩和が

図られる

・また、主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞も緩

和する

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

へのアクセス性が他案に比べ優れる

・交通量に応じた車線数が確保され、渋滞緩和が図られる

・主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞は緩和され

るが、香春
かわら

方面～椎田勝山
しいだかつやま

線方面の通過交通は依然と

して残る

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

へのアクセス性が向上するが、案②には劣る

【交通安全】 安全性の確
保による生活環境の向上 現道の交通事故減少 ・渋滞緩和により、現国道201号の交通事故減少が見込

まれる
・渋滞緩和により、現国道201号の交通事故減少が見込
まれる

・容量確保、副道整備により現国道201号の交通事故減
少が見込まれるが、削減効果は案①・②には劣る

【産業】 速達性・信頼性
確保による産業の支援

産業拠点間の輸送時間
の短縮
（安定的な輸送の確保）

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・別線整備により、現国道201号の代替路が確保される

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・別線整備により、現国道201号の代替路が確保される

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・現国道201号の容量拡大により信頼性は向上するが、現
道活用のため代替路は確保できない

【医療】 医療施設への
速達性・走行性の向上

救急医療施設からの
10分で移動可能な人口

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大する

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大する

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大するが、効果は案①・②

には劣る

生活環境※ 大気質・騒音等 ・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念される

・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念されるが、その影響は案①・③に比べ小さい

・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念される

自然環境※ 重要な動植物の生息・
生育地や生態系への影響

・重要な種の生息・生育地等を一部通過するため、
自然環境への影響が懸念される

・重要な種の生息・生育地等を通過していないことから、
自然環境への影響は小さい

・重要な種の生息・生育地等を通過していないことから、
自然環境への影響は小さい

家屋への影響 移転が必要となる家屋数等 ・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴うが、その影響は少ない

・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴うが、その影響は少ない

・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴う

文化財への影響 古墳・遺跡等への支障 ・多くの古墳・遺跡群が存するエリアを通過するため、影響が
大きい ・古墳・遺跡群を一部通過するが、その影響は小さい ・古墳・遺跡群を一部通過するが、その影響は小さい

災害対応 道路の冠水 ・別線整備で道路の高さを確保することで、現国道201号
の冠水時に別線での通行が可能である

・別線整備で道路の高さを確保することで、現国道201号
の冠水時に別線での通行が可能である

・一部区間では、浸水時における通行への影響が懸念され
る

施工性 施工中の交通規制 ・別線整備であるため、現国道201号への影響は小さい ・別線整備であるため、現国道201号への影響は小さい ・工事中は、現国道201号の交通規制が長期間にわたっ
て発生し影響が大きい

効果の早期発現 発現の時期 ・交差点間での段階的な開通が可能であり、開通した
ところから効果発現が見込める

・交差点間での段階的な開通が可能であり、開通した
ところから効果発現が見込める

・現道を活用するため、開通したところから効果発現が見込
める

コスト 整備に要する費用 ・約490～540億円 ・約450～500億円 ・約430～480億円

※自動車の走行や道路の存在に伴い影響を及ぼす可能性のある事項を整理。

評 価 項 目

項 目 評価指標

政
策
目
標

道
路
整
備
に
よ
る
影
響
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５．第２回意見聴取方法（案）
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５－１. 第２回意見聴取（案）の概要

• 第２回意見聴取は、地域がより重視する政策目標や配慮事項に関して評価指標等を用いて意見
を伺い、ルート帯や対応方針（案）の検討の参考とする。

■意見聴取の項目と活用方針

○アンケート設問の設定（一部抜粋）
＜政策目標＞

【渋滞】

交通容量確保により、交通渋滞を緩和し、円滑

な移動を確保

生活環境・自然環境と調和

＜配慮事項＞

家屋への影響

アンケートにおける質問事項

＜比較ルート帯案（複数案）に対する意見＞

問：渋滞せずに円滑に移動できること

問：生活環境(騒音など)への影響が小さいこと

問：自然環境(動植物など)への影響が小さいこと

問：家屋等の移転が少ないこと

【産業】

産業拠点間の移動時間短縮による物流効率化

に伴う産業活動の支援

＜比較ルート帯案（複数案）に対する意見＞

問：速達性・信頼性が高く安定した産業活動を支援すること

アンケートにおける質問事項
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５－２. 第２回意見聴取方法について

• 意見聴取は、沿線自治体、団体および企業、沿線住民へのア
ンケート、オープンハウス、留置きを実施予定。

■意見聴取の方法

※１ アンケートは、沿線自治体、団体や企業等へ、アンケート用紙を配布し意見聴取。

※２ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取。

（１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封予定）

※３ Webでのアンケート回答も可能とする。

※４ オープンハウスは、町役場や公共施設、道の駅等での説明。アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※５ 留置きは、市役所や道の駅、物産館等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し、

意見聴取。

対象者

アンケート ※１

【沿線自治体】福岡県・行橋市・みやこ町・香春町への意見聴取

沿線自治体：福岡県・行橋市・みやこ町・香春町 ４自治体

【団体・企業等】福岡県・行橋市・みやこ町・香春町・苅田町の各団体・関係企業へ、アンケート用紙を配布し意見聴取

各団体等：商工会、農協、観光案内所、観光協会、バス協会、トラック協会、タクシー協会、警察署、
消防本部、医師会、教育委員会 等

各 企 業 ：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 等

約２０団体

約１００企業

アンケート ※２
※３

【地域住民】沿線の行橋市・みやこ町・香春町の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取

行橋市 （約５８，７００人：１８歳以上、約２８，６００世帯） 約４，９００部（抽出）

みやこ町 （約１７，４００人：１８歳以上、約 ７，５００世帯） 約１，５００部（抽出）

香春町 （約 ９，３００人：１８歳以上、約 ４，４００世帯） 約 ８００部（抽出)

オープンハウス
（ヒアリング） ※４

【地域住民】沿線の行橋市・みやこ町・香春町の公共施設等にオープンハウスを設置

行橋市：リブリオ行橋等、みやこ町：みやこ町役場等、香春町：道の駅「香春」等 ３箇所程度

留置き ※５

【広域的な道路利用者】道の駅等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

糸田町：道の駅「いとだ」、香春町：道の駅「香春」、豊前市：道の駅「豊前おこしかけ」、飯塚市役所、
田川市役所、みやこ町：採れたて市場、よってこ四季犀館、行橋市：リブリオ行橋、築上町：メタセの杜 等 ９箇所程度

▲意見聴取範囲

計画段階評価対象区間

行橋市

香春町

みやこ町

約70,500人

約21,600人

約11,700人

北九州空港

至

中
津
市

至

福
岡
市

至 下関市

至

福
岡
市

意見聴取の対象
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５－３. 意見聴取資料（案）

• アンケート調査の趣旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明。

◆アンケート調査（案）のイメージ

①調査概要

■ 住民アンケート（案）
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５－３. 意見聴取資料（案）

• 政策目標や配慮事項、アンケートの質問内容等の説明。

◆アンケート調査（案）のイメージ

①調査概要
■ 住民アンケート（案）
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• 各ルート帯案の立案趣旨や概要の説明。

勝山新町交差点

筑豊県立自然公園

国　 道

201
ROUTE

国　 道

496
ROUTE

国　 道

201
ROUTE

みやこ町
筑豊県立自然公園

今川小学校

中京中学校

長峡中学校

大古野西古墳
みやこ町役場

久保小学校

上久保遺跡

三島山遺跡

三島山古墳群

大池1号～3号古墳

葦田大池遺跡

蛯山古墳群

京都病院

上田片岸遺跡

一ノ塚古墳

勝山神社古墳群

黒田小学校

橘塚古墳

勝山中学校

綾塚古墳

庄屋塚古墳

黒田駐在所

消防：勝山出張所

勝山池南遺跡

中黒田遺跡

御手水道古墳

原遺跡

安藤池西遺跡

行橋中央病院

延永小学校

久保駐在所

宮の杜団地

前田ヶ丘団地

ユニプレス九州㈱

稗田小学校

稗田駐在所

チェリーゴルフクラブ

行橋市
行橋IC北交差点

５－３. 意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

■ 住民アンケート（案）
②アンケート調査票

国　 道

201
ROUTE

至

香
春
町

至

苅
田
港

至

小
波
瀬
病
院

至

行
橋
市
街
地

行橋ＩＣ

・【案①】 北側別線整備案 ： 既設計画を踏まえ国道201号北側で、通過交通を分離する案
・【案②】 南側別線整備案 ： 遺跡・古墳を可能な限り回避するとともに、町の主要施設へ最短で結び、通過交通を分離する案
・【案③】 現道（国道201号）活用案 ： 国道201号を4車線に拡幅し交通容量の拡大を図ることで、交通混雑緩和を図る案

断 面 図

※道路構造は盛土を基本とし、河川等を跨ぐ区間は橋梁を想定。
また、接続する道路は主に国道・県道を基本としつつ、立体化を想定。

副道 副道

※道路の走行性を確保するため、主要な交差点は立体化を想定。
また、沿道施設等への出入りを安全に行うために、交差点を集約し、副道の設置を想定。

【案①・案②】 【案③】

0 0.5 1km
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５－３. 意見聴取資料（案）

• 各ルート帯案の比較表の説明。

◆アンケート調査（案）のイメージ

■ 住民アンケート（案）
②アンケート調査票

【案①】北側別線整備案 【案②】 南側別線整備案 【案③】 現道（国道201号）活用案
既設計画を踏まえ国道201号北側で、
通過交通を分離する案

遺跡・古墳を可能な限り回避するとともに、
町の主要施設へ最短で結び、通過交通を分離する案

国道201号を4車線に拡幅し、
交通容量の拡大を図ることで、交通混雑緩和を図る案

延長 約７ｋｍ 延長 約７ｋｍ 延長 約７ｋｍ

【渋滞】 定時性・速達性
の確保による生活利便性
の向上

現道の渋滞緩和

・通過交通が別線へ転換し、現国道201号の渋滞緩和が

図られる

 ・主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞は緩和さ

  れるが、香春
かわら

方面～椎田勝山
しいだかつやま

線方面の通過交通は依

  然として残る

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

  へのアクセス性は他案に比べ劣る

・通過交通が別線へ転換し、現国道201号の渋滞緩和が

図られる

・また、主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞も緩

和する

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

へのアクセス性が他案に比べ優れる

・交通量に応じた車線数が確保され、渋滞緩和が図られる

・主要渋滞箇所である勝山新町
かつやましんまち

交差点の渋滞は緩和され

るが、香春
かわら

方面～椎田勝山
しいだかつやま

線方面の通過交通は依然と

して残る

・旧豊津町
とよつまち

・旧犀川町
さいがわまち

から行政機能が集積する旧勝山町
かつやままち

へのアクセス性が向上するが、案②には劣る

【交通安全】 安全性の確
保による生活環境の向上 現道の交通事故減少 ・渋滞緩和により、現国道201号の交通事故減少が見込

まれる
・渋滞緩和により、現国道201号の交通事故減少が見込
まれる

・容量確保、副道整備により現国道201号の交通事故減
少が見込まれるが、削減効果は案①・②には劣る

【産業】 速達性・信頼性
確保による産業の支援

産業拠点間の輸送時間
の短縮
（安定的な輸送の確保）

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・別線整備により、現国道201号の代替路が確保される

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・別線整備により、現国道201号の代替路が確保される

・産業拠点間の移動時間の短縮が図られる
・現国道201号の容量拡大により信頼性は向上するが、現
道活用のため代替路は確保できない

【医療】 医療施設への
速達性・走行性の向上

救急医療施設からの
10分で移動可能な人口

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大する

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大する

・第２次医療施設（小
 お

波
 ば

瀬
 せ

病院）への搬送時間の短縮

が図られ、10分圏域人口が拡大するが、効果は案①・②

には劣る

生活環境※ 大気質・騒音等 ・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念される

・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念されるが、その影響は案①・③に比べ小さい

・一部集落や市街地を通過するため、生活環境への影響
が懸念される

自然環境※ 重要な動植物の生息・
生育地や生態系への影響

・重要な種の生息・生育地等を一部通過するため、
自然環境への影響が懸念される

・重要な種の生息・生育地等を通過していないことから、
自然環境への影響は小さい

・重要な種の生息・生育地等を通過していないことから、
自然環境への影響は小さい

家屋への影響 移転が必要となる家屋数等 ・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴うが、その影響は少ない

・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴うが、その影響は少ない

・一部集落や市街地を通過するため、家屋・店舗等の移転
を伴う

文化財への影響 古墳・遺跡等への支障 ・多くの古墳・遺跡群が存するエリアを通過するため、影響が
大きい ・古墳・遺跡群を一部通過するが、その影響は小さい ・古墳・遺跡群を一部通過するが、その影響は小さい

災害対応 道路の冠水 ・別線整備で道路の高さを確保することで、現国道201号
の冠水時に別線での通行が可能である

・別線整備で道路の高さを確保することで、現国道201号
の冠水時に別線での通行が可能である

・一部区間では、浸水時における通行への影響が懸念され
る

施工性 施工中の交通規制 ・別線整備であるため、現国道201号への影響は小さい ・別線整備であるため、現国道201号への影響は小さい ・工事中は、現国道201号の交通規制が長期間にわたっ
て発生し影響が大きい

効果の早期発現 発現の時期 ・交差点間での段階的な開通が可能であり、開通した
ところから効果発現が見込める

・交差点間での段階的な開通が可能であり、開通した
ところから効果発現が見込める

・現道を活用するため、開通したところから効果発現が見込
める

コスト 整備に要する費用 ・約490～540億円 ・約450～500億円 ・約430～480億円
※自動車の走行や道路の存在に伴い影響を及ぼす可能性のある事項を整理。

項 目 評価指標

政
策
目
標

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

評 価 項 目
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５－３. 意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

（表 面） （裏 面）

■ 住民アンケート（案）
③返信用はがき


